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エカフェ東京総会の機会に開催された

CCOP(沿海探査委員会)の会合

一東アジアおよび東南アジアの地質構造

の発達とその金属鉱床ならびに炭化水素鉱

床の生成との関係についての研究プロジェク

トの計画会議および環太平洋エネルギｰ鉱

物資源会議の計画

佐野竣一

にこだわらず議事進行にも協力的な態度を見せたといわ

れている｡しかし今回の中国代表団は外交専門家で

構成されアジア諸国に対して中国がどのような協力を

行なうか具体的な表明はなくエカフェのいろいろな下

部機構に参加してどのように行動するつもりであるのか

ほとんど汲みとれなかったようである.

エカフェ東京総会

国連アジア極東経済委員会(エカフェ)の第29

回総会が4月11目から23目まで東京芝公園の東京プリ

ンスホテノレで開催されエカフェ地域内外の力r盟国準

加盟国およびオブザｰバｰを含めて約40ヵ国が参加した.

中国は1昨年の国連復帰にともなって自動的にエカフェ

の加盟国となったが今回の総会にはじめて外務省国際

条法司司長の安政遠氏を団長とする14名の代:表団を派遣

してきた.会議当初においては｢中国はエカフェでこ

れまでタブｰとされていた政治を持込んだ｣と報道され

たが会議全体を通してみると自らカミもちだした原則

第29回エカフェ総会会場東京プリンスホテル(東京都港区芝公園内)

今回のエカフェ総会は新しいアジアの基礎づくりをス

ロｰガンに掲げ大衆の貧困と失業の追放を主題とした.

アジア諸国の大部分は第2次大戦後早期に独立を達成し

たが依然として貧しく先進工業国との格差はますま

す拡大するばかりである.エカフェ設立後四半世紀を

経過した現在いまだにアジアがこのような状態にある

ことに対してエカフェ活動についても根本的な批判カミ

提起された.しかも事務局改革論議にからんで発展

途上国間にくすぶっていた対立が表面にあらわれ波乱

を呼んだが農業を基礎に工業を導き手とする中国の経

済建設路線の成功に学んでエカフェ諸国の発展のため

に農業の基礎固めを推進する方向が打出された.会議

の進行がおくれたため後半に予定されていた天然資源

についての議題では各国代表が一通り演説しただけで

期待されていた鉱物資源開発センタｰについても討議を

つくす余裕が与えられなかった.一方多くの国の代

表がその演説のなかで沿海鉱物資源共同探査調整委員会

(CCOP)の活動について言及したことカミ注目された.

エカフェ総会本会議会場�
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CCO正の最近の活動

CCOPは本誌にもしばしば掲載されているように

エカフェ下部の政府間委員会として昭和41年に設立され

現在では日本･韓国･フィリピン･ベトナム･クメｰノレ

｡タイ･マレｰシアおよびインドネシアの8ヵ国が加盟

しているが日本･米国･英国･西独･オｰストラリア

およびフランスの援助により大陸棚における石油資源

の賦存可能性の把握を主目的とする広域物理探査および

沿岸地域の砂層重鉱物鉱床調査などを行なってきた.

わが国は事務局に常勤する専門家の派遣沿海探査集団

研修コｰスの実施およびテクニカノレブレティン(技

術論文集)の編集･印刷をCCOPに対する継続的援助

として行なっているほか台湾(中華人民共和国の国連

加盟以前は加盟国であった.)西部沿岸地域屈折地震探

査およびフィリピンルソン･パラワン地域空中磁気探

査を援助として実施した.なお今回のエカフェ総会

でCCOPに対し10,000ドルの現金を拠出する用意があ

ることを表明した.

一方国連による技術援助を担当する機関である国連

開発計画(UNDP)に対して加盟発展途上国から共同

申請が出されていた特別基金(SF)による専任技術

事務局の設立は1972年上期の地域プロジェクトとして

承認され同年4月からエカフェの傘下に東アジア地域

沿海探査技術援助グノレｰプ･プロジェクト･マネｰジャ

ｰ事務所が開設され前エカフェ産業天然資源部次長

Dr.C.Y.L工がプロジェクト･マネｰジャｰに就任した.

Dr.LIの下に日本政府から派遣された専門家(現在は

沢村孝之助博士)のほか数名の地質および地球物理専門

家司書および事務員などが勤務している.

国連の援助はこれら職員の給与および旅費発展途

上国の技術者に対するフェロｰシップ若干の図書およ

び印刷費ならびに事務経費を負担するもので調査活動

は先進国による援助と加盟発展途上国自身の負担によっ

て実施されるσ)である.

CCOPの活動の直接または間接の成果として東アジ

アのほとんどすべての大陸棚において鉱業権にもとず

く企業による石油の探鉱･開発が開始されたのでCCOP

の活動の揚は大陸棚以遠の海底鉱物資源¢)基礎的先行調1

査とより基礎的な調査研究に向けられ昨年1五月2(〕パ

より12月2目までインドネシアのバンドンにおいて開

催されたCCOP第9回会合において広域ブロジュク

/として｢東アジアおよび東南アジアにおける地質構鯛灘

達とその金属鉱床ならびに炭化水素鉱床との関係｣についてク)輻

研究をとりあげ国際海洋調査10年計画(I⑳O湿)の…都議

として米国科学財団(NSF)などの援助が得られるよう簸垂

働きかけることが承認された.このプロジェクトの代

表者としてインドネシア科学研究所(LIPI)理学担当副

議長のD･｡趾丁工LIが指名された.このプロジェクト

はもちろん深海域の調査研究を含むが後に説明するよ

うに深海底鉱物資源の研究をおもな目標とするもので

なく大陸縁辺の陸海域における鉱物資源分布について

の基礎的な研究である.

IDOEは米国のジョンソン前大統領が1970年代を国際

海洋調査の!0年とすることを提口昌し国連総会で採択さ

れて発足した.この計画を実施するための研究費はN

SFから米国の研究機関や研究者に支出されており海

底地球科学の分野ではアフリカおよび中南米沖で科学

的調査が行なわれているが必ずしも活発な活動をして

いるとはいえない.最近になってユネスコおよび政府

間海洋学委員会(IOC)の計画にIDOEを取上げること

になりとくにIOCの海洋調査長期拡大計画(LEPOR)

を促進するための部門とすることカミ認められている.

CCOPの第9回会合に出席したユネスコの代表はこの

ようなプロジェクトが政府の事業として行なわれるなら

ばIOCのLEPORに参加する形をとるべきであり関

係各国カミIOCの計画に参加すればユネスロは作業部会

の開催の経費やフェロｰシップを支援することを表明し

た.しかし従来の経緯からIDOEは米国のプロジ

ェクトであると理解している科学者も少なくはなくま

たCCOPがIDOEに参加するプロジェクトを策定す

ることは少なくとも加盟発展途上国にとって米国の援

助を要請するための手段である.このよう故事庸を考

慮してわが国としてはIDOEへの参加は純学術的

事業として研究者の活動に委ねるべきことを主張して

いる.

CCOPの第9回会合ではタイ｡マレｰシアおよびイ

ンドネシアにピ･て重要な鉱物資源である錫の探鉱につ

第29回エカフェ総会中国代表団(前2列)�
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いての討議と将来の計画とくに西独の援助によるマラ

ッカ海峡におけるインドネシアｰマレｰシア両国の共同

探査の提案米国の援助によるリモｰトセンシング技術

の開発とCCOPの活動への適用についての作業グノレｰ

プの設立英国の援助によるインドネシア東部のバンダ

島弧の構造地質学的総合研究の計画などが主要な技術

的議題として討議された.また1974年8月に米国石

油地質学会(AAPG)の主催で行なわれる環太平洋エネル

ギｰ鉱物資源会議を共催することが承認された.

バンドンで開かれた第9回会合はCCOPに対する

UNDPの援助が承認されてからはじめての会議で新

しい事務局によって新しい活動の構想がいろいろと打出

された.また米国は従来からCCOPに対し大規模

な援助を行なってきたが今回の会議から米国地質調査

所が全面的にCCOPの場に参加し米国の東アジアに

おける鉱物資源に関する技術協力の批点としてCCOP

を利用しようとする姿勢がうかがわれた.

CCOPの成功に刺激されてフィジｰが中心となって

南太平洋地域が設立され昨年11月7目から13目まで

第1回会合力ミフィジｰの首都スヴアで開催された.加

盟国は現在英領ソロモン離島･フィジｰ･ニュｰジｰラ

ンド･パプアニュｰギニア･トンガおよび西サモアであ

るがクック諸島(ニュｰジｰランド領)およびナウノレ

が参加の意向を表明しておりニュｰヘブリデス(英領)

'はオブザｰバｰとして実質的に参加している.従来か

らのCCOPをCCOP/EA新しいCCOPを｡cOP/s0眺｡

として区別することとなった.日本やオｰストラリア

は東アジアおよび南太平洋の諸国を包含する広地域の

CCOPを組織することを主張したがフィジｰやニュｰ

ジｰランドの強い主張により独立したCCOP/SOPAC

がうまれた･事実この新しい機構は深海底鉱物資

源に強い関心を示しまた国連の海底平和利用委員会

において海底鉱物資源に関する国家の管轄権について大

洋中の島喚国としての特殊性を積極的に主張しようとし

ているなどCCOP/EAとはかなり違った方針を打出し

ている.

CCOP特別会合

さて今回東京でエカフェ総会が開催されるにあたっ

て加盟各国の代表を中心としてCCOP特別会合が4

月12目午前および16目午後に開かれ総会に出席する代

表にCCOPの現状と活動を十分認識させるとともに

次回の正式会合の準備を主とする若干の議題について討

議が行なわれた.一方IDOE参加プロジェクトとし

てとりあげられた｢東アジアおよび東南アジアにおける

地質構造の発達とその金属鉱床および炭化水素鉱床の

生成との関係｣に関する研究について研究代表者の

Dr.KATILIとCCOP事務局とはNSFとIOCに接触

してこのプロジェクトに対する援助を受けるよう原則的

な了解を得た.とくにIDOEの実質的なスポンサｰ

であるNSFは本年中にワｰクショップ(作業会議)

を開催してこの地域における研究の現状の総括とこの

プロジェクトの実施計画の検討を行たうことを決定した･

Dr･KATILIとこのプロジェクトの米国側実施機関の!

つに予定されている米国地質調査所の国際地質部長Dr.

REIN醐UNDとはエカフェ総会とCCOP特別会合が開か

れる機会を利用して関係者が東京に集まりさらに日本

の関係分野の代表的研究者の参加を要請してワｰクシ

ョップ開催のための準備会議を蘭くことを提案した.

この提案に床じて地質調査所が実質的狂準備および運営

を担当し関係科学者の自由な討論の場として4月12目

から16目までCC0Ψ/InOEプロジェクト計画会議が開

かれた.

インドネシア科学研究所(LIPI)副議長Dr.KATILIとペルタミ

ナ(インドネシア国営石油企業)地質技師長Mr.AKIL(向って

左)〔第9回CCOP会合於バンドン(1972)議場において〕

正面向って石より英国地質科学研究所地球物理部長Dr.BULLwELL(特別顧間)

インドネシア地質調査所長Dr.JAIuNNAs夫人インドネシア鉱山大臣Dr.Ir.

SU巫AMRIBR0DjoNEG0Roおよび筆者〔第9回CCOP会合鉱山大臣レセプショ

ン於バンドン(1972)〕�
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またCCOPの第9回会合で共催カミ承認された環太平

洋エネルギｰ鉱物資源会議については米国で準備カミ造

み上記計画会議において会議の概要が報告されさら

に環太平洋地図プロジェクトとよばれるデｰタ編集計画

を環太平洋会議でかためることが提案された.本稿で

はエカフェ総会に関係する話題として上記の2つに

ついて報告する.

CCOP/亙D0珊プロジコ=クド｢東アジアおよび東南ア

ジアにおける地質構造の発達とその金属鉱床および炭化

水素鉱床の生成との関係｣についての計画会議

すでにこの会議が開備されたいきさっにっいて説明し

たカミ4月!2目午後地質調査所溝ノロ本所で行なわれた

公開シンポジウムにはじまり13･14目は東京プリンス

ホテノレで計画会議の本会議が開かれ15･16目は東海大

学海洋博物館(清水市)および資源開発大学校(富士

宮市)へのエキスカｰションが催された.

この計画会議には日本を除くCCOP加盟国から

インドネシア科学研究所理学担当副長D工.J.A.趾TILI

インドネシア地質調査所長D･.To臥NNAs韓国地質鉱

物研究所長D･.J.H.L孤マレｰシア地質調査所長DL

S.K.C亘UNG同鉱山局次長Mr.MoKTHINM畑M00D

が出席した.米国から米国科学財団(NSF)IDOE

事務所の海底評価プログラム･マネｰジャｰD･.E岬畑D

M.DAYIN米国地質調査所国際部長Dr.J.A.REI岨

MUNDおよび同石油ガス部D工.].C.M畑囲ユネスコ

および政府間海洋学委員会(IOC)を代表してユネスコ

東南アジア現地科学事務所長Dr･j.F･McDIYITTカ拙席

した.CCOPの事務局である国連開発計画(UNDP)

東アジア地域沿海探査技術援助グノレｰプからプロジェク

トマネｰジャｰDr.C.Y.L工およびDr.F.G趾Y(ケ

ンブリッジ大学地球物理学教室より出向中)か参加した･

日本からは小林勇地質調査所長東海大学早川正

巳教授東京大学上田誠也教授および友田好文教授東

京教育大学橋本.亘教授国立科学博物館村内心典主任

研究官石油開発公団石油開発技術センタｰ石相田靖章

次長資源開発大学校西脇親雄専務理事石油資源開発

株式会社池辺穣取締役ならびに地質調査所地質･鉱

床･燃料･物探各部長および海外･企画各室長が参加し

た.また科学技術庁から資源調査所中野弥太次調査

官か出席された.東京大学奈須紀幸教授および海上保

安庁水路部に出席をお願いしたカミ都合で欠席された.

以上のほか.地質調査所から日本側事務局として嶋崎

吉彦鉱物研究課長および平山健･河野道化および佐藤

良昭主任研究官淋出席した.

Dr1KATILIが提案した研究の目的と概要は次のとおり

である.

東アジアおよび東南アジアの大陸縁辺島弧および小海盆は

いくつかの大小のプレｰトの相互作用の結果でありこの地域

には鉱物の産出を伴ういくつかの大きな火成活動の中心が存在

する.したがってこの地域の特殊性と複雑さとは地殻お

よびマントルの進化に欄係する諸過程ならびに金属鉱床と炭化

水素との生成を支配してきた諸過程を研究するために1つの

理想的な環境を与えているといえるであろう.

この研究のおもな目的は1)東アジアおよび東南アジアの大

陸縁辺の主要な構造的特徴とそれに付随する構造要素の位置

特性および存在意義をあきらかにし2)おもな構造要素および

プレｰトの境界とくにプレｰトが1点に集まっているところ

や変形をうけているところと金属鉱床とを関係ずけまた3)い

ろいろな型の堆積盆地の特性およびそれらのなかで炭化水素が

集積する部分をプレｰトの周辺および構造的特徴に関係ずけて

分析しまたは小海盆における有機物質の炭化水素への変換を

CCOP/IDOEプロジェクト計画会議出席者(プリンスホテル)

地質調査所会議室で開催された東南アジア地質構造と鉱物

分布1こついてのシンポジウムにおいて向って左から米国

地質調査所国際部長Dr.REIN醐UND筆者および東海大

挙早川教授�
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①中央楠造線②縦走断層(Lo㎎itudi･alFa･lt)

③フィリピン断層④スマトラ大断層(Sem乱㎎koFa･lt)

図1束アジア周辺の縁海海溝主要断層とプレｰトの境界.主と

してFITcH(Jour.Geophys.Res.,vo1.77(1972),p.4432-

4460)による.

支配する地質学的地球化学的ならびに地球熱学吏的要因を研

究することである.

地質構造の研究一東南アジアにおいてはインドネシアお

よびその隣接地域についてプレｰトテクトニクスの概念をと

りいれた地質構造図が作成された.地質構造図を作成する基

礎として地質学的資料･地震活動度･重力および火山活動が

含まれている.CCOP地域の他の部分においても同様匁

地質構造図カ茎作られようとしている.

最近の研究の結果を考慮して地殻深部の研究を含むこれか

らの研究は次の地域に集中されるべきであろう.

1)チモｰルからオｰストラリア

2)ニュｰギニアｰイリアンスラウェシ(セレベス)および

フィリピン離島の3つのプレｰトが集合するいわゆるトリ

プル.ジャンクションの地域

3)スンダ･シェルフｰ南シナ海地域の中性代核の東端

4)アンダマン海地域一インド洋プレｰトおよびアジアプレｰ

トの境界とその接触関係

5)フィリピン海プレｰトの西部と隣接する海溝一島弧系およ

び破砕帯との相互作用

6)朝鮮半島の東縁と隣接する日本海盆

選ばれた地域でのいくつかの限られた方法による研究は既に

はじめられておりIDOE計画への参加が予想されている.

鉱床生成に関する研究一東アジアのある地域においては鉱

物の産出のパタｰンとある型のプレｰト境界との間に密接匁関

係が存在する.現在知られている鉱床の起原と対赤する火成

貫入岩弧を伴う活動中および過去のサブダクション･ゾｰンを

確かめ関係ずけることが研究の計画である.地殻一マントノレ

相互作用に関する最近の知識にもとずいてある地殻単元ある

いは構造帯の匁かでの造山作用の位置と物理学的化学的条件と

によって造山運動の過程を研究することができる.プレｰ

トの境界にそっての構造変形に対する鉱床生成の関係ならびに

このよう匁関係に含まれている過程を理解することはCCOP

地域および地球上の他の地域において未発見の鉱床帯を探査す

るために役立っ新しい鉱床生成の原理の確立に貢献するだろう.

鉱床生成に関する研究は次の2つの段階で実施されるであろ

う.第I期は(!)東アジアおよび東南アジアの陸上および

海底における鉱床の位置と特徴の編集.および(2)鉱床賦

存地域における既知の岩石学的･地球年代学的･地球熱学的お

よびその他の基礎資料の編集と解釈である.編集の過程で

インドネシアの地質構造図作成に採用された基礎的過程の正当

性が検討されるであろう.

研究の第n期における作業はおもに第I期の編集の結果にも

とづいて選択されるいくつかの大陸縁辺および深海域における

サイスミシティの分析や地殻深部屈折地震探査を含む研究から

匁る.また基盤岩のドレツジ探鉱用試錐井からの試料σ)

分析堆積物の地球化学的研究鉱液に関する鉱物学的研究お

よび海底下の地質構造の陸域のそれとの対比を目的とする側線

東海大学海洋科学博物館前において向って

右から米国地質調査所国際地質部長Dr.R-

E正洲舳柵筆者ユネスコ東南アジア現地

塾鰍暇Dr,MoDIvITT地質調査所企画室

広111欝務官Dr.KATILI夫人インドネシ

ア科学餅究所副議長Dr.KATILI米国地質

蓬簡資所他出ガス淡源音1三Dr.MA亘鵬インド

率ゾ戸地質調査所長Dr,Johamas東海大

学早川教授および同大学海洋科学博物館岩下

副館長�
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間隔の密な地球物理学的研究を含む.

いくつかの国では第I期の研究は既に十分実施されているカミ

他の国においては援功を必要としている.第I[期に相当する

研究はCCOPの発展途上国では外国企業の協力で部分的に

行なわれているが第I[期の研究を現在のIDOEの期間であ

る1970年代に急速に進められなければならないとするたらば

相当大き匁援功が必要である.

炭化水素の生成に関する研究一石油に対する活発な探鉱活動

が東アジアおよび東南アジアの大陸棚および陸上地域において

行なわれてきた･とくに海底油田の探鉱活動は過去数年間に

急激に増加した.炭化水素について提案しようとしている研

究の意図はその探査を目的とするもので柱くいろいろな型

の堆積盆地とそのなかの炭化水素の集積をプレｰトの周辺す

なわちサブダクション･ゾｰン島弧と海溝との中間帯火

山弧帯前陸盆地島弧間盆地および小海盆に対する相対的位

置に関して精密に分析することである､

研究の重要な部分はスル海スラウェシ海および日本海の

よう次小海盆における有機物の炭化水素への変換を支配する地

質学的および地球化学的要因ならびに地球熱学的パタｰンおよ

び熱学史的な経過についての考察である.小海盆における炭

化水素の変換過程は比較的活動的ではない大陸棚の堆積盆地

に特徴的な石油生成過程とは明らかに異たるかもしれない.

堆積盆地の広域調査の第1段階として提案されるプロジェク

トは油田の位置一般的特性および構造要素に関係する地質

環境についての編集である･地球化学的資料もできる限り初

期の編集に含められるべきで地球熱学的資料もまた重要であ

る.

海底における後期の研究は大陸棚から深海域にかけての主

要な堆積盆地において海底および海底下の地質調査を行たって

堆積層の全層序を陸上から大陸棚および深海底に至るまで対比

し関係ずけることである.この研究において小海盆古大

陸盆地深海堆積物に埋没した古海底峡谷深海底における地

域的な不整合およびそれらと地殻中のプロセス液らびにプレｰ

トの境界にそう地質構造の変形との関係が強調されるであろう.

東南アジアの地質構造と鉱床分布に関する

シンポジウム

1;1㌫11的寛㌫㌫1ζ謹

方々が出席され盛会であった.このシンポ

ジウムではIDOEプロジェクトの提案の1つの

基礎となっているDr.KATILIのインドネシアj

の鉱床分布に対する解釈の説明とそれに対する

討論を行なった.

最初に米国地質調査所のD･.REINEMUND

が同所のDr･W.HAM1㎜0Nインドネシア

地質調査所およびD･･KATILIの協力で作られ

たインドネシアおよびその周辺の地質構造図に

ついて説明した.この地質図はプレｰトテクトニクス

の概念をかなり大幅にとり入れて編集されたもので米

国地質調査所で印刷中である･(広川治氏による解説

が本誌219号に掲載されている.)

D･･KATILIはプレｰトテクトニクスの西部インドネシ

アの鉱物探査に対する意義について次のように講演し

た.

インドネシアの鉱物分布についてはたとえば従来の地向

斜概念にもとづくWEsT瓦Rv肌Dの研究による鉱床区の決定が知

られている.摺曲やその他の地質構造の様相および鉱化作用

の時代の間に密接な関係があるという仮定にもとずいてWE-

sTERv肌Dは1952年にインドネシアの地質構造の大要について

発表しインド洋にむかってそれら自身拡大している4つの造

山帯からたると考えた.スンダシェルフの摺歯とマラヤ半島

を結ぶジュラ紀後期のマラヤン造山帯は錫石･金･ボｰキサ

イトの鉱床を胚胎する･スマトラ･ジャワおよび小スンダ列

島の内側の島弧とスラウェシの西側の島弧を占める中期中新世

のスンダ造山帯は金･銀およびマンガンの浅熱水鉱床により

特徴ずけられる.スマトラ･ジャワおよび南東カリマンタン

を通る白亜紀のスマトラ造山帯は鉄および金一銀一卑金属のパ

イロ交代鉱床鉄ラテライトおよびダイヤモンドｰ金漂砂鉱床

を含んでいる一スマトラ西岸沖のMentewei列島･チモｰ

ノレ･外側のバンダ島弧および東部スラウェシから校るモルカス

造山帯は'珪酸塩ニッケルおよび撤橦岩をともたうラテライト

鉄鉱を含んでいる.

しかしスマトラ造山帯中の鉱床の産出と分布を詳細に調べ

てみると同じ造山帯のなかで地域のちがいによる鉱化作用の

ちがいが発見される.中部スマトラで発見された銅の硫化物

を伴う鉄の交代鉱床はジャワでは発見されずそこでは鉱床は

Lok-U1a地域の超塊基性岩と密接に関係している.一方南

東カリマンタンのMeratus山脈は花商閃緑岩の貫入に伴う

鉄の接触交代鉱床や塩基性あるいは超塩基性岩に密接に関係す

るニッケルおよび鉄ラテライトからなるさまざまの鉄床を含ん

でいる･西マレｰシアBang長a高およびBe1itung島で発

見される豊富な錫石鉱床はこの地域と同じマラヤン造山帯の

一部であると考えられている西部カリマンタンヘ続けて追跡す

東海大学海洋科学博物館館長室において向って右から筆者インドネシア地質調査所長

Dr.Jo肌NNムs東海大学武内教授米国地質調査所国際地質部長Dr.REI畑皿UNDおよ

び同石油ガス資源部Dr.MムY肥R�
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大陸地殻
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図2西都インドネシアの地質構造モデル断面(KATILIによる).

ることは不可能である.

プレｰトテクトニクスによればこの地域の地質の進化は

サブダクション･ゾｰンおよびカノレグｰアノレカリ･マグマ地

域の過去の位置によって解釈されW醐ER珊LDの図式がつき

あたる困難を解決することカミできるであろう.プレｰトテク

トニクスによればインドネシア島弧は3つの主要な地殻要素

す液わちノンド洋プレｰト太平洋プレｰトおよびアジアプレ

ｰ･トの相互作用が行なわれている地域である.西部インドネ

･ノアの現在のプレｰトの境界はスマトラ西北の海溝一走向移動

断属型およびジャワの南方の海溝型のものである.

第三紀のサブダクション･ゾｰンはMantawai列島および

'ジャワ島の南の海嶺を通り対床する火山岩一貫入岩弧はスマ

kラ西岸にそいジャワの南岸に続いている.同じプレｰト系

に属し同時に発達したこの2つのベルトはW醐EEv肌Dによ

れば2つの別々の造山帯すなわちモルカス造山帯とスンダ

造山帯とであると解釈された.

湖靴～示連続面
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図3東部インドネシアの地質構造モデル断面(KATILIによる).

スマトラにあらわれている後期白亜紀の火山岩一深成岩弧は

ジャワヘは続かないでジャワの南のサブダクション･ゾｰン

と平行にジャワの北を通る.このようにしてWEs佃R帆D

のスマトラ造山帯は白亜紀に優勢であったプレｰト系に属する

2つの平行なベノレトであると解釈されしたがって第三紀の

システムとは異なった鉱化作用上の特徴を示す.これらの2

つのベルトはいろいろな種類の鉱床が存在するMeratus山脈

にあっまる.

マレイ半島および西部カリマンタンにおける二畳紀の火山岩

および花闇岩の存在ならびにスンダ･シェルフの諸島における

白亜紀の花開岩についての最近の記載はスマトラおよびジャ

ワにおいて以前に記載されたそれらの岩石の東方および北方に

他の二畳紀および白亜紀の火成岩弧が存在することを示してお

り二畳紀および白亜紀に相対するベニオフ･ゾｰンすなわ

ち互に相対する方向からのプレｰトのサブダクションが存在

し次げればならない.

西部カリマンタンのSchwaner山脈は異なった時代の火

成岩一深成岩弧が集まったところであると考えられる.これ

らと関係ずけられるサブダクション･ゾｰンは西カリマンタ

ンおよびサラワクのKuc砧ngゾｰンの北部とSibuゾｰンに

分布するいわゆるDanau累層であると考えられる1

上記の考察からマレイ半島インドネシアの錫の島々ス

ンダ･シェルフのその他の諸島および西部カリマンタンは

W醐ERv肌Dによってマラヤン造山帯と考えられたよう荏唯一

つの系に含まれるとは考えられない.この地域は鉱化作用

についても多様性を示している.Schwaner山脈西部カリ

マンタンのSaエnbas地域および中国人地区において金･鋼

･モリブデン･亜鉛･鉛および鉄の鉱石が多く産出すること

に比較して錫石がほとんどないことは部分的にこの地域の

花開岩類の時代と成分の相異によって説明されるであろう.

プレｰトテクトニクスによる研究はいろいろの型および時代

の構造ベルトの連続性の探求を強調しており金属鉱床と同様

に石油の探鉱のために有望祖陸海の地域に注意をむけさせるた

すけとなるものである.石油･ガスおよび石炭は火山岩一深

成岩弧の内側に作られる前陸盆地に見出されるであろう.古

い大陸棚の地域は炭酸塩礁型油層をも含むであろう.西部イ

ンドネシアの第三紀の前陸盆地は東方ヘスンダ･シェルフに突

出してジャワ地方の大陸棚のべ一スンでは重要恋石油の発見

が報告された.西部インドネシアの中世代の前陸盆地の位置

もプレｰトテクトニクス･モデルによって確められ第三紀の

それよりは小さな面積をしめるこのべ一スンはジャワ海の東部

図4西部インドネシアおよびその周辺のサブダクション･ゾｰンと火

山岩一深成岩弧.KムTmI(CCOPNewsletter,voI.1(1973),

no.1,p.14-16)による.�
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に限られている.後の時代の花闇岩類の貫入はこの地域に影

響を及ぼしてい狂いようであるのでこの地域での炭化水素鉱

床の探鉱には慎重な考慮カミ必要である.

スンダ･シェノレフにおけるジルコンおよびルチノレの分布はプ

レｰトテクトニクス･モデノレによって予測される花筒岩類の分

布とよく一致している.ジャワ北方のジルコンおよびルチル

の分布はこの地域に唯一の白亜紀の火山岩一深成岩弧が存在

することと一致して東西唯一つの方向性を示している.ス

ンダシェルフの錫の島々の北方においてはこの2つの鉱物の

分布のバタｰンはずっと複雑であって時代および方向の異な

る複数の火山岩一深成岩弧の存在に帰せられるであろう.酉

マレｰシアｰインドネシアの錫ベルトがBelitmg島東方の海

域で消滅し西カリマンタンの大部分に錫石が存在しないこと

もプレｰトテクトニクス･モデルと両立するであろう､

インドネシアの新しい鉱床生成図はプレｰトテクトニクスを

利用しベニオフ･ゾｰンの時代による変化および方向･傾斜

の相異ならびに互に平行で相対する方向に傾斜するサブダクシ

ョン･ゾｰンの存在を考慮に入れて作られなければなら狂いと

いうことを提案する.もちろん他のいくつかの条件た

とえば母岩の型鉱物成分および局所的構造なども考慮されな

ければならない.

(Dr.K蛆ILIの論文は本年9月発行予定のCCOPTechnica1

Bu11etinVo1ume7に掲載される､)

続いて地震研究所の上田教授はD･.KATALIの基

本的な立場だとえば島弧の諾特徴はサブダクション

によって理解すべきであるという主張に同意しインド

ネシアの地質構造の解釈に成果をあげたことに敬意を表

わすと述べてインドネシアの地質構造に関連してウ

スホｰノレ海洋研究所のD･･ZvIB酬五冊A肌Mと共同し

て研究した南シナ海の進化とボルネオ(カリマンタン)

の中生代の古地理について説明した.

南シナ海の歴史には少なくとも3つの段階がある.すなわ

ち中期中生代における南北方向の伸張第三紀のはじめから中

期にかけての北西一南東方向の圧縮および現在における東西

方向の圧縮である･これらのうち最初のプロセスカ茎最も重

要でこの段階でボルネオ(カリマンタン)は中国大陸の南方

に隣接した源位置から移動して南シナ海の海洋性地殻が作ら

れた.中国大陸の南部沿岸にそう中生代の火山帯とボルネ

オ(カリマンタン)のDanau累層とを太平洋型造山運動の一

対の内帯外帯とみなすことによってこの仮設がたてられた.

この古地理学的対応はまたハノイ破砕帯とサラワク破砕帯

との対応を示すものである.

仮設として南シナ海の開口は拡大する海洋底とともに南か

ら移動した海嶺の沈みこみによって強められたと考えられる.

これは日本海の開口と同様な原因にもどすレ･ている.酉太平

洋あ磁気異常の解析から明らかにされた日本の地質構造に関係

するプレｰトの運動の歴史によれば中生代における仮想的な

クラフレｰトの日本の下へのサブダクションとそれに引続く

白亜紀後期におけるクラｰ太平洋海嶺の沈みこみがあったこと

になる.海嶺の沈みこみは広く分布している火成活動と島弧

の背面の縁海の形成のおもな原因である.次に太平洋プレｰ

トの運動は約4千万年前に北北酉から西北西にその方向をかえ

た.四万十地向斜とそれに関係する造山運動はプレｰトの方

向がかわる以前の運動に帰せられ伊豆一マリアナ弧およびフ

ィリピン海の形成を含む新生代の瑞穂造山運動はそれ以後の運

動によるものである.ボルネオ(カリマンタン)の下に沈み

こんだと考えられる海嶺はクラｰ太平洋海嶺の延長にあたるも

のである.

次に地質調査所鉱床部の石原舜三氏がプレｰトテ

クトニクスを支持する立場から日本の比較的若い金属

鉱床の研究からえられた資料にもとずいてこれらの事

実がどのようにプレｰトテクトニクス･モデノレに適合す

るかを示しさらにいくつかの将来の研究課題を指摘し

た.また地質調査所燃料部の鈴木尉元氏は日本列

島およびその周辺の地震活動および深部構造についての

研究の結果によって地殻が深い断層によってかこまれ

たブロックからなりこのようなブロック構造がマント

ル上部にまでおよんでいることを示しプレｰトテクト

ニクスの概念に対する反論を述べた.

以上でD･.KATILIの講演とあらかじめ用意されたコ

メントを終わり質疑応答が行なわれた･さらに石

油地質学の立場から石油開発公団顧間のDr.W.C.

GUssow国際的共同研究活動を援助する立場からNSF

のDr･DAYINとユネスコのDr.McDIYmとが発言し

プレｰトテクトニクス概念は現在の段階では推論の部分

が多く資源の探鉱に直接役立つとはかぎらないが将来

の発展が期待されCCOPが着手しようとしている地域

的共同研究プロジェクトをはじめとして各国の科学者

の国際的共同研究によって大陸縁辺の地質構造の発達

の諾過程を明らかにし金属および炭化水素鉱床の生成

に関係する諾過程を追求してこれらの資源探査に貢献

すべきであることが強調された.

CCoP/亙DOEプロジェクト計画会議の概要

4月13目および14目には東京プリンスホテノレのサン

フラワｰ･ホワイト室において計画会議が開かれ東ア

ジアおよび東南アジアの地質構造の発達とその金属鉱床

ならびに炭化水素鉱床の生成との関係についての研究の

ワｰクショップの討論項目･参加者･場所および時期

が検討された･この会議の議長にはCCOPの1972/

73年度議長であるDr･JoHANNAsが選出された.

Dr･KAmIは本研究プロジェクトの提案の概要を説明

し多くの分野の研究者の協力による総合的研究であり

既存の資料の多くは石油企業によって所蔵されているが

これら企業の協力も期待される旨述べ本研究の最終目

的は地質構造の基礎研究でなく鉱床生成の研究であり�
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鉱床分布の規則性を明らかにすることか最終目的である

ことを強調した.

NSFのDr･Dムmはワｰクショップはこの研究に

関係あるいろいろ柱分野と対象地域とについて深い知識

をもつ研究者の会合で人数は25～40名を予定し期間

は約1週間であり総合的報告の発表後いくつかの分

科会にわかれて討論し各分科会の勧告を全体会議で集

約して最終的に実行計画を作るものであることを説明

した.またNSF(米国科学財団)の援助は主として

海域の研究に対して与えられるが陸域での関連する研

究にも研究費が支出される可能性カミあることおよび石

油企業が行在っている調査と重複する研究は認められな

いことを述べた.Dr.DAYINはDr.KATILIがこの地

域の研究により得られた鉱床分布の規則性は世界の他の

地域についても適用可能であろうと指適していることを

重視し従来のIDOEのプ回ジェクトと異なるユニｰ

クな研究であることを強調した.

フリｰトｰキング的に議論を進めた結果ワｰクショ

ップは

(1)広域地質構造

(2)岩石生成(深部過程)

(3)大陸縁辺の堆積過程

(4)鉱床生成

(5)炭化水素

の5つの分科会にわけられることが決定され下表のよ

うに分科会のなかでの検討項目があげられそれぞれの

項目について既存の知識を整理して報告を準備する研究

者の推せんカミ行なわれた.

(表)CCOPlI皿0亙プロジェクトワｰクショップの構成

��低���低�匀

P1ateboundar五es

却牡瑩杲慰�����瑩潮

��楢�獵��瑩潮��

�畳���摩�

Seisエnicityandseis五n0109y

Heat丑｡w

�慶楴�

�瑩湧

��佇���

��偐剏�卓��

佐�漱楴攀

�慮楴��瑩湧�

噯�慮楣浣歳

�㈰�牡捥���瑳�慴楮�

卅����奐剏�卓��

��������一

��捨�摩浥��

�数�慳�業�瑳

�牢潮慴�

�����

��敲������

�渭呵湧��慮���楡��楮敲��

�捫�

卯�捥��捥慮����歳

��物�瑩潮

��湯来�捐�癩��

��佃��一

各分科会がそれぞれの専門分野に深入りしすぎてプロ

ジェクトの最終目的を見失し放わたいよう運営委員を

置いてチェックすることが決められた.Dr.DAv工Nは

帰国後推せんされた研究者にワｰクコップに出席がで

きるか否かを問合せ､Dr･KATILIと連絡をとりながら

ワｰクショップ開催の準備をすることにたった.

ワｰクショップは8月下旬または9月上旬にCCOPの

次回会合に先立って同じ場所(シンガポｰノレまたはバン

コク)で開催されるかまたはこの時期が多くの参加者

にとって都合が悪ければ12月下旬にバンコクで開かれ

ることになった.このワｰクショップはIOCの海洋

研究科学委員会(SCOR)の主催により行なわれCCOP

は共催機関として名を連らねることになる予定である.

出席者の旅費についてはユネスコの援助がある予定の

ほかNSFが米国以外の国からの科学者の旅費を負担す

ることは不可能では粗いとのことである.またCCOP

の事務局である国連開発計画のプロジェクト･マネｰジ

ャｰ事務所はCCOP加盟発展途上国の科学者が参加す

るための経費を負担する予定である.

今回の会議は前にも述べたように関係科学者の非公

式会合であり報告書の作成や採択は行荏われなかった.

CCOP第9回会合においてわが国はIDOEが純学術

的計画であることにかんがみIDOEプロジェクトヘの

参加は研究者の自由な活動に委ねるべきことを主張した

が今回の会合においても政府あるいは政府機関として

の態度は何等表明されなかった.しかしこの研究プ

ロジェクトの実質的内容に対して二国間べ一スの技術協

力とくに今年度より通摩省の対外協力の新しい柱とし

て認められた国際産業技術研究計画(いわゆるITIT)

による研究協力を行たう予定である.

環太平洋エネルギｰ鉱物資源会議

今回の｡coP特別会議および｡COP/ID0Eプロジ

ニクト計画会議において環太平洋エネギｰ鉱物資源会

議Circum-Paci丘｡EnergyandMinera1Resources

C･nfe･enceの計画についてこの会議の運営担当副会�



一39一

20･

25���∵弘舳.雅紀ミニｰ磁拶��主�

�����ざ�

�����､�

�����着�

�､�����

20･��心､､､'����

��＼､����

��､､､ち･｡τ､､､o����

��ら､切榊､心�.靴｣��ξ呵�

�����ミ�

15.�����一･�

���/･��o�

��…!彬��､!�庁�

�����

����1乏ぺ��

��oo�素“�､��

��o�{“��'�山

5.���丁賦z'ノ���

�1･“�＼����

��一:･､����

O■���蓉多/��'�

��糺｡����

����

5･������

���･`��1.�

����^.�■�■

��,n『･1n･����

105110115120･

25･

㈰�

15■

5･

�

篶

/1形1.

＼､

＼､

､

巡

■/^売

■

ζ砂

.1熟･.

105･110･

)PloleB㎝ndoリ

糾^■nfemdRolo8oundo･1

ぐF㎝■1

心榊鶴i､丁､､｡､

115･i20･

[コ附舳的

匡黎鮎㎞岬α洲

囲B脚㎜･1

図5

南シナ海およびその周辺の簡単化した地質

構造図(左)と中生代初期のボルネオ(カリ

マンタン)の古地理図(右).BEN-A平RA.

H蛆および上閉(EarthandP1anetary

����整���漱������㌶�

-367)による.

長をしている米国地質調査所石油ガス資源部のDr.J.C.

MA肥Rから説明カミあった.

この会議は来年すなわち1974年8月26-30目ハ

ワイのホノルノレのヒノレトンハワイアンビレッジにお

いてAAPG(米国石油地質学会)が主催して開催され

る･CCOPは政府間委員会であるが^PGとなら

んでこの会議を共催することになった.米国の石油地

質学者はオｰストラリアのキャンベラで開かれた第4回

エカフェ石油シンポジウム(昭和45年)以来CCOPの

活動に深く感銘を受けておりこの会議を成功させるた

めにアジアではCCOPの協力が是非必要であると考え

たのである｡んへPGはソ連や中国からの参加も期待

している･^PGは会議開催の趣旨を次のように述

べている.

文明の進化にともなう1人当りの資源消費量の上昇にともな

って世界各国はこれらの資源に対する要求をみたすためにま

すます深刻と怒りつつある問題に直面している.このような

状勢は世界中のすべての科学者および技術者にとくに地質学

者および地球科学に関係ある人々の責任を強く問題にしている.

探査に従事している人々にとって既にほとんどすべての資源

の探査しやすい部分は調査されたことが明らかである.たと

えば容易に探査される石油や天然ガスは発見されてしまった.

これは現在採掘し生産されているすべての他の資源についても

同様である･今やわれわれ探査に従事する者はもっと発見

カミ困難である潜在鉱床を探査することにとりかからなければ怒

らない.これがわれわれの挑戦である.

このようた理由で地球科学に関係する多くの人々はエネル

ギｰ資源および鉱物資源に関する会議がその専門分野のため

ぱかりでなく世界人類のためにこれら資源の将来に対する必

要性を主題としてかかげることが必要であると信じている.

環太平洋地域は世界の人口の多数が集中しているために対象と

して選ばれたのであり地球科学者はこの巨大校地域の鉱物資

源について将来の可能性を討議する機会を与えられるのである.

この会議はAAPGとCCOPとによって共催されすべて

の環太平洋国家と適当な機関や団体にこの会議のプログラムに

活発に参加するよう要請が出されるであろう.

この会議の主要な部門はテクニカノレ･プログラムであ

る.すでにテクニカノレ･プログラム委員会が発足し

ユニオン･オイル社のMr･HARoLDM.LIoNが議長に

選ばれているが小林勇地質調査所長にこの委員会の

アジア(北西パシフィック)担当副議長を引受けるよう

要請してきたので今回のCCOP特別会合でこの要請を

引受ける旨表明された.なお南西パシフィック(オ

セアニア)についてはオｰストラリア石油探鉱協会に

交渉している.南東パシフィック(南アメリカ)はま

とまりが悪いので各国の政府機関や大学と個別に接触

しているカミ地域担当副議長は特定の個人に依頼するで

あろう.

テクニカル･プログラムは次の会議の目的にそうよう

構成される.すたわち

(1)太平洋沿岸国の陸海域におけるエネノレギｰおよび鉱物資

源の現在および将来の利用可能性に注意を集中すること.

(2)探査努力をどこにどのようにして有効にふりむけること

ができるかを検討すること.

(3)環太平洋地域の専門家のもっている経験技術および特

別なノウ･ノ･ウを集めること.�
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図6

環太平洋エネ

ルギｰ鉱物資

源会議組織図､

(4)エネルギｰ資源および鉱物資源に関する共通の問題を解

決するために環太平洋国家間で関連する知識や庸報の

自由な交換を促進すること.

である.

この会議の最終目標は環太平洋地域のすべてのエネノレ

ギｰ資源および鉱物資源の探査の発展を促進し環境と

の調和を促進することである.太平洋の沿岸国は(1)

それぞれの現在および将来のエネルギｰ資源および鉱物

資源の必要性をみたすことを目的とする探査および開発

の計画の成果および(2)エネギｰ資源および鉱物資

源の生産と埋蔵量を増加させるための計画の現状と効果

について報告するよう要請されるであろう1

環太平洋地域の地質学的た背景とそのエネギｰ資源お

よび鉱物資源の経済的な濃集との関係の発表がテクニ

カノレ･プログラムの最初に行なわれる予定である.会

議のプログラムの主体はエネノレギｰ資源あるいは鉱物

資源についての地理的分題ごとにあるいは特定の対象

ごとにわけて個々に準備された発表と議論とである.

これちの対象はエネノレギｰ資源として(1)石油およ

び天然ガス(2)油母頁岩タｰノレサンドおよび石炭

(3)地熱および太陽エネルギｰおよび(4)核エネ

ノレギｰで鉱物資源として(1)金属(鉄および非鉄)

鉱物(2)非金属鉱物および(3)地下水である.

可能なかぎり会議に発表される論文は次の内容を含む

ものとする.すなわち(1)地質学的産出状況(2)

地質探査および物理探査および(3)生産経済およ

び将来の展望(経済環境問題法則および政治に関す

る諸問題)である.この会議はん蛆Gが主催してい

るが石油資源に重点をおかずすべてのエネルギｰ資

源および鉱物資源を同じウエイトで取扱う.

AAPGは他の学会たとえばGSA(米国地質学会)

と密接に連絡をとっているがもし他のいくつかの学会

との共催とするとそれらの学会の小集会を同時に開催

するにすぎなくなるおそれがある.

第1回の環太平洋エネルギｰ鉱物資源会議においては

多くの異なった型式の論文が発表されることが望ましい.

論文の選択に関する基本的な規準は会議の目的の達成

のために有意義な貢献が認められるかどうかということ

である.事実を述べている論文も理論的な論文もとも

に受理されるであろう.

8月26目から30目までの5目閻のプログラムのうち

最初の2日間は合同会議で総合的な講演が行荏われ経

済専門家の招待講演も計画されている.あとの3日間

は分科会にわかれて論文発表を行なう.口頭発表時間

は25分が適当と考えられる.したがって1つの会場

で1目に約10編の論文が発表され分科会の数を考慮し

て各地域から提出する論文の数は約25編とたるであろう.

論文は各副議長から推せんされ会長に付属する調整機

能によって調整される.なお期間中会場に多くの小

集会用の部屋を確保する予定で小グルｰプの会合を計

画することカミ可能である.

講演要旨はエディタｰの校訂を経てBu11etinAAP�
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Gの1974年7月号に印刷できるように1974年2月1目

までにテクニカノレ･プログラム･エディタｰに提出する.

本論文は4,000語以内で口頭発表の際に挿図などを含

む完全な形にして提出する.提出されたすべての原稿

は受理以前に編集委員会の査読を受けAAPGMemoi･

として出版される.スライドは35mmサイズで作製し

1974年3月!目までにスライド･エディタｰに提出して

審査をうけたければならない.1対のプロジェクタｰ

とスタｰリンが用意される予定である.

テクニカノレ･プログラム以外に会議の前後にいくつ

かのエクスカｰションが計画されている.また毎日

午後3時以後はレジャｰ観光にすごすことができるよう

プログラムを組むことになっている.ホテルの確保も

十分できる予定である･このほか展示会も計画され

ており名古屋大学名誉教授の飯田汲事氏が日本側の責任

者となるよう依頼されている.

環太平洋地図プロジェクト

環太平洋エネルギｰ鉱物資源会議の1つの工ベントと

して環太平洋地図プロジェクトの開始が米国地質調査

所を中心として計画されておりCCOP/IDOEプロジ

ェクト計画会議の際に米国地質調香所国際地質部長の

Dr.REINEMUNDから説明があった.

このプロジェクトは環太平洋の地質および鉱物資源に

関する情報を表現するいくつかの地図を編集しようとす

るもので来年の会議までに実行計画を固めたいという

ことである.この計画は多くの関係機関や団体の共同

事業として行なわれもので米国地質調査所が中心とな

って推進しているが米国地質調査所のプロジェクトで

はない･しかし米国地質調査所はすでにべ一スマッ

プの作成に着手しており地図の印刷も必要カミあれば全

面的に引受ける予定である.しかしたとえば日本の

地質調査所がアジア部分図の印刷を担当することは歓迎

されるであろう.さらに米国地質調査所はこのプロ

ジェクトによって集められる地質庸報をディジタノレ化し

てコンビ土一タｰに記憶させその磁気テｰプを関係機

関に分配することも計画している.

このプロジェクトは既存の計画だとえばアジア極

東地域の特殊地質図の編集事業と競合するものではない.

むしろそれらの成果にもとずいてさらに広い地域の編

集を行なおうとするので地域についてみればかつて

ない広域の編集事業である.現在考えられている地図

の内容は次の通りである.

パシフィック･べ一スン･マップ(全体図)

諸元

(a)縮尺2千万分の1

��剃������佇��位���

�CO･CHAIRMENH.M.Lian��
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図7環太平洋エネルギｰ鉱物資源会議テクニカル･プログラム委員会

組織図

(b)投影中部太平洋の赤道に中心を置くアジマス等積図

法

(c)範囲東経95はり西経65｡北緯65はり南緯65｡

べ一スマップ(黒青および茶色で印刷)

(a)海二岸線

(b)主要水系とあきらかに見分けられる地形

(C)国の境界と国名

(d)おも匁都市

(e)海底地形の詳細

(f)主要な海溝海嶺および海山その他の海底地形の特徴

の名称

地質構造図(灰色べ一ス上に色刷)

(a)主要な地質的特徴と構造要素

(b)地質構造の解釈に関係がある海底の地森物理学的ユニ

ット

(C)陸上および海底の一般的な地質的ユニットと岩石の年

代

(d)火山と地熱活動地帯

(e)地震の震央

(f)堆積盆地の位置と輪郭

(9)海底試錐位置と柱状図の番号

パシフィック･クォドラント･マップ(四分図)

諸元

(a)縮尺1千万分の1

(b)投影各四分域についてそれぞれの地理的中心の近く

を中心とするアジマス等面積図法

(d)範囲と中心点下記�
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図8環太平洋地図プロジェクト区域図
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各四分図は東西に20｡南北に23｡重なりあっている.それ

らの境界は主要な地質学的地理学的および政治的ユニット

を含むよう決定され他の部分を参照しなくても十分役モこ立

つよう考えられている.

地質図(灰色べ一スの上に色刷)

(a)陸上および海底の一般化された地質単元構造および構

造要素

(b)地質構造の解釈に関係がある海底の地球物理学

的ユニット

(C)海底の堆積物とその特徴大陸棚の炭酸塩類

三角州大陸斜面堆積物スランピングの地域お

よび火山性堆積物などを含む

(d)海底の時代

(e)火山および地熱活動地帯

(f)地震の震央

(9)海底試錐の位置と柱状図の番号

鉱物図(灰色べ一スに色刷)

(a)陸上および海底の主要構造要素

(b)火山と地熱活動地帯

(C)鉱床地界あるいは鉱床区および主要鉱床

(d)主要な沿岸および海底漂砂鉱床

(e)マンガンノジュｰル金属の濃集および堆積物

中の金属濃度の分布

(f)燐鉱およびその他の海底の化学的堆積物の分布

��

エネルギｰ図(灰色べ一スに色刷)

(a)陸上および海底の主要構造要素

(b)火山と地熱活動地帯

(C)堆積べ一スン

(d)油ガス国および油ガス徴ならびに予想鉱床地域

(e)炭田ならびに油母頁岩タｰルサンドおよびアスファ

ルト鉱床

(f)地熱地域および潜在的地熱地域

この環太平洋地図プロジェクトの北酉パシフィック

(アジア)地域のゴｰディネｰタを資源開発大学校の西

脇専務理事が引受けられることに匁ゆ地質調査所はヨ

ｰネディネｰタの作業をできるかぎり後援することにな

っ'た.上記の地図の内容は今後の討論や試験的な作業

によって改訂される予定である.

(筆者は海外地質調査協力室長)

j新刊紹介=

日本列島の成立一グリンタフ造山

著者のまえがきにもあるように'本書は著者のいうグ

リンタフ造山運動という考え方の普及を主目的として書

かれている.グリンタフというのは変質して緑色にな

った凝灰石のことで日本を含む環太平洋地域の新しい

造山運動がその初期にグリンタフの噴出カミあったこと

を特徴の1つとしているところからこの名がつけられ

た･著者の主張を要約すると一般に地向斜は沈降に

始まるとされているのに対してグリンタフ地向斜は

1)隆起と断裂2)陥没盆地の形成第一次火成活動

3)沈降運動開始第一次火山活動活発化変成作用始

まる4)沈降運動の移動第二次火成活動5)沈降

運動第二次火成活動活発化という発生･発展過程をた

どりこれは地殻運動そのものの進化の現われであると

いうことに次るであろう.このようた観点から日本列

島の成立を論じ｡たまとまったもgはなく本書が出版さ

れた意義は大きい.独創性豊かな著者の主張が平明に

述べられており普及を目指したという著者の目的は十

分達せられるものと思う.一面それだけに初心者

が本書を読んだ場合固定観念を植えつけられてしまう

危険性はある.著者もいっているとおり本書はフィ

リシストの立場から書かれておりモビリストの考え方

も十分理解した上で読まれることが望ましい.この意

味からいえば専門書でもあり引用文献一覧カミないのが

惜しまれる.気づいた点もいくつかある添94頁に摺

曲軸は地層の厚さが急に変化するような部分に発達する

としていながら地層の厚さとは何かという具体的な説

明カミない点については再版の際ぜひ補って頂きたい.

よく知られているように摺曲軸およびその近傍では

“地層の厚さ"が2次的に変化することがむしろ普通な

のでぜひこの点を明らかにして欲しいものである.

(福岡理)

著者藤岡至則A5257頁1,900円
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